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め
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
ハ
ク
サ
イ
や
キ

ャ
ベ
ツ
な
ど
結
球
野
菜
は
、

外
葉
の
生
育
が
十
分
確
保
さ

れ
な
い
と
、
品
質
が
良
い
物

を
収
穫
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
生
育
期
間
が
長
い
ハ
ク
サ

イ
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
ブ
ロ
ッ
コ

リ
ー
な
ど
は
、
高
温
の
７
～

８
月
に
播
種
・
育
苗
し
て
葉

数
を
増
加
さ
せ
株
を
旺
盛
に

生
育
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
生

育
期
間
が
短
い
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
や
コ
マ
ツ
ナ
、
シ
ュ
ン
ギ

ク
、
コ
カ
ブ
な
ど
は
、
収
穫

期
か
ら
逆
算
し
て
８
月
下
旬

ご
ろ
か
ら
複
数
回
に
分
け
て

播
種
し
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
野
菜
も
秋
冬
の

温
度
低
下
に
伴
い
、
地
上
部

の
生
育
は
次
第
に
緩
慢
に
な

り
ま
す
が
、
根
は
耕
土
の
深

い
層
へ
発
達
し
て
寒
さ
に
備

え
ま
す
。
葉
肉
が
厚
く
な
っ

　
そ
の
他
の
受
賞
者

　
▽
特
別
賞
・
優
秀
賞
＝
株
式

会
社
福
田
牧
場　
福
田
努
さ
ん

（
神
奈
川
県
）
▽
優
秀
賞
＝
石

原
玄
明
さ
ん
（
群
馬
県
）
、
株

式
会
社
佐
久
間
牧
場　
佐
久
間

哲
次
さ
ん
（
福
島
県
）
、
有
限

会
社
広
野
牧
場　
広
野
豊
さ
ん

（
香
川
県
）
、
桐
原
将
文
さ
ん

（
熊
本
県
）

　日本曹達株式会社は、リン
ゴ黒星病菌などに効果を発揮
する新規殺菌剤「ミギワ®２０
フロアブル」の全国販売を開
始した。
　主な特徴は①同社開発の新
規化合物「キノプロール（一
般名＝イプフルフェノキ
ン）」を含み、うどんこ病や
晩腐病、灰色かび病などにも

効果を発揮②予防効果主体
で、浸透移行性も示す③ミツ
バチやマメコバチなどの有用
生物への影響が少ない――な
ど。
　問い合わせ先＝日本曹達株
式会社（〒1００ － 81６５　東京都
千代田区大手町２の２の１新
大手町ビル　 ☎０3·32４５·61７８）
まで。

た
り
結
球
が
発
達
し
た
り

と
、
株
の
充
実
が
図
ら
れ
る

生
育
に
変
化
し
ま
す
。
秋
冬

野
菜
の
体
内
で
は
花
芽
分
化

な
ど
、
翌
春
に
開
花
・
結
実

さ
せ
る
た
め
の
生
育
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
蓄
え
た
体
内

の
同
化
養
分
を
糖
に
変
え
、

凍
害
か
ら
身
を
守
り
ま
す
。

　
昔
か
ら
冬
ど
り
野
菜
は
、

霜
に
遭
わ
せ
て
か
ら
収
穫
す

る
と
お
い
し
い
と
い
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
最
近
は
、
収
穫

期
に
低
温
に
遭
遇
さ
せ
た

｢

寒
じ
め｣

の
野
菜
を
店

頭
で
見
か
け
ま
す
。
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
や
コ
マ
ツ
ナ
な
ど
は

低
温
に
遭
遇
す
る
日
数
が
多

い
ほ
ど
、
葉
肉
が
厚
く
、
株

が
開
張
（
ロ
ゼ
ッ
ト
状
）
し

て
糖
度
が
高
ま
り
、
茎
葉
の

硝
酸
濃
度
が
低
下
し
て
、
う

ま
み
が
高
ま
り
ま
す
。
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
は
、
平
均
気
温
０

度
以
下
で
５
～
１０
日
間
ほ
ど

遭
遇
さ
せ
る
と
糖
度
９
度
に

な
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

　
（
稲
山　

光
男
＝
元
埼
玉

農
林
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
）

　
秋
冬
ど
り
の
葉
茎
菜
類
は

冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生
育

適
温
は
種
類
に
よ
る
も
の

の
、
約
１０
～
２０
度
で
す
。
収

穫
期
か
ら
逆
算
し
、
冷
涼
期

に
生
育
期
を
迎
え
る
よ
う
、

地
域
に
よ
っ
て
播
種
期
を
決

秋
冬
ど
り
葉
物
野
菜

低
温
遭
遇
で
高
ま
る
糖
度
と
う
ま
み

殺菌剤「ミギワ®２０フロアブル」
日本曹達㈱

アキレス㈱

女性用防寒ブーツ「モントレ　FB － 1６５」
新
製
品
紹
介

新
製
品
紹
介　アキレス株式会社は、スニーカー感覚

で歩けるスタイリッシュな女性用防寒ブ
ーツ「モントレ　ＦＢ － 1６５」を発売し
た。
　主な特徴は①ボディーに軽量配合ラバ
ーを使用し、Ｍサイズ片足で約5６０㌘と
軽量化を実現②裏地には足当たりのよい
４㍉のウレタンを採用し、インソール
（中敷き）の表面にはボア生地を用いて
保温性に配慮③サイズはＳ（２２.5～２3.0
㌢）、Ｍ（２3.5 ～ ２４.0 ㌢）、Ｌ（２４.5 ～ ２５.0
㌢）を用意し、色は黒、ベージュ、オリ
ーブの３色――など。メーカー希望小売
価格は693０円（税込み）。

　問い合わせ先＝アキレス株式会社（〒
1６９ － 88８５　東京都新宿区北新宿２の２１の
１新宿フロントタワー 　☎01２０·８９·41９２）
まで。

　
農
業
初
心
者
も
適
正
施
肥
が

し
や
す
い
計
量
カ
ッ
プ
付
き
肥

料
袋
を
、
静
岡
県
磐
田
市
在
住

の
植
田
眞
弘
さ
ん（
８１
）が
考
案

し
た
。
「
趣
味
の
家
庭
菜
園
や

初
め
て
使
う
資
材
な
ど
で
は
、

目
分
量
で
の
計
測
は
難
し
い
。

計
量
カ
ッ
プ
が
あ
れ
ば
、
分
か

り
や
す
く
手
間
が
か
か
ら
な

い
」
と
話
す
。
特
許
出
願
を
終

え
、
協
力
先
の
資
材
メ
ー
カ
ー

を
探
し
て
い
る
。

　
５
㌔
入
り
粒
状
肥
料
の
袋

（
幅
3０
㌢
、
長
さ
４０
㌢
）
で
試

作
。
肥
料
袋
の
端
部
分
を
約
１０

㌢
延
長
し
、
幅
約
１０
㌢
、
深
さ

約
１５
㌢
の
袋
状
の
カ
ッ
プ
を
２

個
切
り
取
れ
る
デ
ザ
イ
ン
に
し

た
。
カ
ッ
プ
に
は
、
５０
㌘
刻
み

で
印
を
入
れ
て
い
る
。
使
っ
た

後
は
、
肥
料
袋
の
中
に
し
ま

う
。

　
浜
松
発
明
研
究
会
に
所
属

し
、
生
活
に
役
立
つ
発
明
を
趣

味
と
す
る
植
田
さ
ん
。
自
家
消

費
用
に
１
～
２
坪
で
春
夏
の
キ

ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
な
ど
を
栽
培

す
る
中
、
肥
料
袋
記
載
の
施
肥

量
が
初
心
者
に
は
分
か
り
に
く

い
と
気
づ
き
、
デ
ザ
イ
ン
を
考

案
し
た
。
「
使
っ
て
い
く
う
ち

に
、
分
量
も
覚
え
ら
れ
る
」
と

話
す
。

肥
料
袋
の
端
を
切
り
取
る
と
、
計
量

カ
ッ
プ
が
使
え
る

計量カップ付き肥料袋

静岡県・植田 眞弘さん

初心者でも適正施肥

　
農
研
機
構
は
、
大
豆
の
灌か

ん

水す
い

適
期
を
伝
え
る
「
大
豆
灌
水
支

援
シ
ス
テ
ム
」
が
、
民
間
提
供

の
サ
ー
ビ
ス
に
実
装
さ
れ
た
と

発
表
し
た
。
圃
場
へ
の
セ
ン
サ

ー
設
置
な
ど
は
不
要
で
、
気
象

情
報
な
ど
に
基
づ
き
、
大
豆
が

乾
燥
ス
ト
レ
ス
を
被
る
時
期
を

ウ
ェ
ブ
上
で
警
告
す
る
。
秋
田

県
大
仙
市
の
生
産
者
が
水
田
転

換
畑
で
実
証
し
た
と
こ
ろ
、
大

豆
が
平
均
１０
％
増
収
し
た
。

　
９
月
現
在
で
２
社
と
利
用
許

諾
契
約
を
締
結
済
み
。
そ
の
う

ち
、
ビ
ジ
ョ
ン
テ
ッ
ク
が
運
営

す
る
栽
培
管
理
支
援
情
報
サ
ー

ビ
ス
「
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
」
で
本

年
度
か
ら
一
般
の
生
産
者
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
生
産
者
は
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス

に
苗
立
ち
日
な
ど
営
農
情
報
を

入
力
す
る
と
、
同
機
構
が
蓄
積

す
る
気
象
や
土
壌
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
基
づ
き
、
乾
燥
ス
ト
レ

ス
の
指
標
値
が
得
ら
れ
る
。
９

日
先
ま
で
の
推
定
値
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
大
豆
の
乾
燥
ス
ト
レ
ス
は
収

量
低
下
の
要
因
に
挙
げ
ら
れ
、

畝
間
灌
水
な
ど
が
対
応
策
と
な

る
。
た
だ
し
、
気
象
や
土
壌
、

栽
培
方
法
に
よ
っ
て
時
期
が
異

な
り
、
見
極
め
の
難
し
さ
や
湿

害
へ
の
懸
念
か
ら
、
灌
水
が
普

及
し
に
く
か
っ
た
。

大
豆
1０
％
増
収

灌
水
支
援
シ
ス
テ
ム
が

一
般
利
用
可
能
に

診
療
」
も
可
能
と
し
て
い

る
。

　
カ
ル
テ
作
成
や
個
体
ご
と

の
診
療
経
過
の
把
握
な
ど
診

療
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
獣
医
師

の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る
。

デ
ザ
ミ
ス
が
開
発
し
た
牛
の

行
動
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
「
Ｕ
―

ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

と
の
連
携
も
可
能
で
、
個
体

　
畜
産
関
連
の
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
、
デ
ザ
ミ
ス
株
式
会
社

は
、
株
式
会
社
ス
カ
ラ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
三
井

住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会

社
と
の
「
共
創
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
、
畜
産
農
家
と

獣
医
師
を
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な

ぐ
診
療
管
理
ア
プ
リ
ケ
ー
シ

ョ
ン
「
Ｕ
―

メ
デ
ィ
カ
ル
サ

ポ
ー
ト
」
を
開
発
中
だ
。
来

年
１
月
の
リ
リ
ー
ス
を
予
定

し
て
い
る
。

　
Ｕ
―

メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー

ト
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
畜
産 遠

隔
診
療
も
可
能
に

ご
と
の
情
報
を
収
集
し
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

で
確
認
で
き
る
。

　
農
家
側
に
は
、
電
子
化
し

た
牛
の
行
動
記
録
や
健
康
状

態
を
基
に
、
個
体
管
理
へ
の

活
用
や
病
気
の
早
期
発
見
な

ど
が
期
待
で
き
る
。
獣
医
師

側
に
は
「
訪
問
」
が
前
提
だ

っ
た
業
務
で
移
動
時
間
な
ど

の
負
荷
軽
減
が
可
能
だ
。
ま

た
、
メ
モ
機
能
や
電
子
カ
ル

テ
作
成
機
能
な
ど
も
実
装
。

診
療
時
間
の
短
縮
や
業
務
効

率
化
に
も
役
立
つ
と
い
う
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
今

後
も
新
機
能
を
追
加
し
、
獣

医
師
や
農
家
の
課
題
解
決
に

つ
な
が
る
サ
ー
ビ
ス
の
開
発

・
提
供
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。

農
家
と
獣
医
師
が
円
滑
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ

る
の
が
特
徴
。
離
れ
た
場
所

か
ら
牛
を
診
察
す
る
「
遠
隔

タブレットやスマートフォ
ンで画像を見ながらコミュ
ニケーションが取れる

Ｕ
―

メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト

農
家
と
獣
医
師
を
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な
ぐ

中
旬
か
ら
牧
柵
を
整
備
し
、
１０

月
下
旬
ま
で
午
前
７
時
～
午
後

３
時
の
放
牧
を
行
う
。

　
放
牧
地
９
カ
所
の
草
の
状
態

を
見
な
が
ら
１
日
ご
と
に
場
所

を
変
更
し
、
草
丈
が
短
い
う
ち

に
採
食
さ
せ
る
こ
と
で
栄
養
価

や
嗜し

好こ
う

性
の
向
上
を
図
っ
て
い

る
。
兼
用
地
は
、
１
番
草
の
収

穫
後
に
放
牧
地
に
利
用
す
る
。

　
牛
舎
で
は
、
混
合
飼
料
（
Ｔ

Ｍ
Ｒ
）
を
給
与
。
採
草
地
は
１

２
０
・
４
㌶
あ
り
、
地
域
の
コ

ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
１
１
０
㌶
の

　
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
な
ど

で
の
舎
飼
い
と
放
牧
を
組
み
合

わ
せ
、
経
産
牛
１
３
０
頭
、
初

妊
牛
3６
頭
、
育
成
牛
５９
頭
を
飼

養
す
る
。
放
牧
地
は
、
採
草
と

の
兼
用
地
を
含
め
計
５５
㌶
を
管

理
す
る
。
１
０
０
頭
を
超
え
る

放
牧
活
用
型
経
営
は
道
内
で
も

珍
し
い
。
乳
飼
比
は
3０
％
前
後

と
な
っ
て
い
る
。

　
河
川
に
近
い
湿
地
帯
が
多

く
、
草
地
更
新
に
不
利
な
圃
場

を
有
効
活
用
し
て
い
る
。
冬
の

土
壌
凍
結
が
溶
け
た
後
、
５
月

１
番
草
収
穫
や
刻
み
サ
イ
レ
ー

ジ
の
調
製
、
２
番
草
収
穫
後
の

ス
ラ
リ
ー
散
布
を
委
託
し
て
い

る
。
粗
飼
料
分
析
に
基
づ
く
飼

料
設
計
で
コ
ス
ト
低
減
と
乳
量

確
保
に
つ
な
げ
る
。

　
経
営
者
夫
妻
と
娘
、
両
親
の

２
世
帯
で
暮
ら
し
、
外
国
人
従

業
員
２
人
を
含
む
６
人
が
働

く
。
午
前
４
時
に
起
床
し
て
、

牧
草
収
穫
が
な
け
れ
ば
、
午
前

中
は
８
時
に
終
了
。
午
後
は
３

時
ご
ろ
か
ら
開
始
し
て
、
全
作

業
が
午
後
６
時
ご
ろ
に
終
了
す

全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会

全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会

　

第
４０
回
「
全
農
酪
農
経
営
体
験
発
表
会
」
（
主
催
・
Ｊ
Ａ
全
農
）
が
先
ご
ろ
、
東

京
都
内
で
開
か
れ
た
。
最
優
秀
賞
の
農
林
水
産
大
臣
賞
に
は
、
経
産
牛
１
３
０
頭
規

模
で
放
牧
も
活
用
し
て
収
益
性
の
高
い
経
営
を
実
現
す
る
北
海
道
別
海
町
の
浦
部
雄

一
さ
ん（
４５
）が
輝
い
た
。
購
入
飼
料
の
使
用
量
を
低
減
し
な
が
ら
、
年
間
個
体
乳
量

は
９
千
㌔
超
の
成
績
を
お
さ
め
、
資
材
高
騰
下
で
も
持
続
可
能
で
、
生
活
と
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
た
ゆ
と
り
あ
る
経
営
と
評
価
さ
れ
た
。

浦部さん（中央）と家族、
従業員ら

北
海
道
別
海
町

浦
部
雄
一
さ
ん（
４５
）

◆
最
優
秀
賞
・
農
林
水
産
大
臣
賞

経
産
牛
130
頭
で
放
牧
活
用

　
　

年
間
乳
量
９
千
㌔
超

る
。
月
２
回
は
酪
農
ヘ
ル
パ
ー

を
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
哺

育
牛
・
育
成
牛
の
預
託
セ
ン
タ

ー
な
ど
地
域
の
外
部
支
援
組
織

を
活
用
す
る
。

　
長
命
連
産
を
目
指
し
、
５
産

以
上
は
１９
・
２
％
と
、
全
道
平

均
（
１０
％
）
よ
り
も
高
い
。
２１

年
１２
月
時
点
の
平
均
産
次
数
は

全
道
平
均
（
２
・
４
産
）
に
対

し
、
２
・
９
産
と
な
っ
て
い

る
。

　
１４
年
に
経
営
移
譲
を
受
け

た
。
飼
養
規
模
が
１
０
０
頭
を

超
え
て
乳
房
炎
増
加
な
ど
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
中
、
１
３
０

床
の
木
造
フ
リ
ー
ス
ト
ー
ル
牛

舎
を
新
設
し
て
過
密
を
解
消

し
、
搾
乳
機
器
を
一
新
し
て
牛

群
管
理
ソ
フ
ト
を
導
入
し
た
。

個
体
情
報
な
ど
を
見
え
る
化

し
、
作
業
者
に
も
ホ
ワ
イ
ト
ボ

ー
ド
で
情
報
共
有
す
る
。
発
情

発
見
シ
ス
テ
ム
で
、
繁
殖
成
績

の
向
上
を
図
る
。

　
浦
部
さ
ん
は
、
生
乳
出
荷
抑

制
や
配
合
飼
料
価
格
の
高
騰
な

ど
を
挙
げ
、
道
内
の
酪
農
情
勢

が
「
非
常
に
厳
し
い
局
面
」
と

し
つ
つ
、
「
明
け
な
い
夜
は
な

い
。
牛
を
健
康
に
飼
う
と
い
う

酪
農
の
本
質
は
変
わ
ら
な
い
」

と
強
調
。
今
後
も
、
放
牧
を
中

心
と
し
た
長
命
連
産
の
方
針
を

続
け
る
意
思
を
示
し
た
。

の
税
負
担
を
軽
減
す
る
仕
組

み
。
２
０
２
４
年
３
月
3１
日

ま
で
に
農
家
が
都
道
府
県
知

事
認
定
の
実
施
計
画
に
基
づ

い
て
対
象
設
備
な
ど
を
取
得

・
事
業
に
用
い
た
場
合
に
適

用
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
７
０

０
万
円
（
耐
用
年
数
７
年
）

の
機
械
導
入
の
場
合
、
取
得

価
格
の
3２
％
を
導
入
初
年
度

に
上
乗
せ
償
却
し
て
税
負
担

を
軽
減
で
き
る
（
基
本
償
却

１
０
０
万
円
＋
特
別
償
却
２

２
４
万
円
＝
計
３
２
４
万

円
）
。

　
同
社
に
よ
る
と
、
紙
マ
ル

チ
田
植
機
は
田
植
え
後
１
カ

月
の
除
草
剤
が
不
要
で
有
機

農
業
な
ど
の
推
進
に
寄
与
す

る
。
ペ
ー
ス
ト
田
植
機
は
高

精
度
な
側
条
施
肥
を
行
え
る

た
め
、
慣
行
農
業
に
比
べ
化

学
肥
料
の
３
割
削
減
が
可
能

と
い
う
。

み
ど
り
投
資
促
進
税
制
の
対
象
に

三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
㈱

　
同
税
制
は
「
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
法
」
に
基
づ

き
、
国
の
認
定
を
受
け
た
設

備
な
ど
に
対
し
、
導
入
当
初

　
三
菱
マ
ヒ
ン
ド
ラ
農
機
株

式
会
社
は
、
同
社
の
「
紙
マ

ル
チ
田
植
機
」
と
「
ペ
ー
ス

ト
田
植
機
」
が
環
境
負
荷
低

減
の
取
り
組
み
を
後
押
し
す

る
「
み
ど
り
投
資
促
進
税

制
」
の
対
象
機
械
に
認
定
さ

れ
た
と
発
表
し
た
。

「
紙
マ
ル
チ
田
植
機
」「
ペ
ー
ス
ト
田
植
機
」

〈収穫期の換気管理〉 ハウスやトンネル栽
培では収穫７～１０日
間低温（０度以下）
に遭遇させて収穫す
ることを逆算して徐
々に低温にならしな
がら７～１０日間の低
温管理に入るよう管
理する

換
気

　
荒
巻
さ
ん
は
、
同
町
の
２４
人

が
所
属
す
る
Ｊ
Ａ
み
い
青
果
ほ

う
れ
ん
草
部
会
で
、
部
会
長
を

務
め
る
。
指
定
混
合
肥
料
は
、

大
日
本
産
肥
社
製
の
ペ
レ
ッ
ト

「
ｅ
・
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
」
（
１４
―

５
―

５
）
を
使
用
。
９
月
中
旬

播
種
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
「
ド
ン

キ
ー
」
で
、
関
係
機
関
の
協
力

の
も
と
、
従
来
の
粒
状
化
成
肥

料
（
１４
―

１４
―

１４
）
と
、
コ
ス

　
施
設
コ
マ
ツ
ナ
９０
㌃
の
ほ
か
、
露
地
で
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
や
キ
ャ
ベ
ツ
、
ハ
ク
サ
イ
な
ど
を
栽

培
す
る
福
岡
県
久
留
米
市
北
野
町
の
荒
巻
耕
太

さ
ん（
４６
）は
、
延
べ
３
～
４
㌶
の
露
地
栽
培

で
、
土
壌
診
断
に
よ
る
施
肥
の
見
直
し
や
、
堆

肥
な
ど
と
化
学
肥
料
を
混
合
し
た
「
指
定
混
合

肥
料
」
の
利
用
を
実
証
し
、
肥
料
代
を
１０
㌃
当

た
り
約
２
割
削
減
し
た
。
土
壌
の
肥
料
成
分
蓄

積
を
踏
ま
え
て
、
リ
ン
と
カ
リ
の
割
合
が
少
な

い
「
Ｌ
型
」
の
銘
柄
を
選
択
。
県
内
の
再
生
リ

ン
や
家
畜
ふ
ん
と
い
っ
た
未
利
用
資
源
を
原
料

に
し
た
指
定
混
合
肥
料
は
、
従
来
の
化
成
肥
料

に
比
べ
製
造
コ
ス
ト
が
抑
え
ら
れ
て
い
る
。
現

時
点
で
収
量
・
品
質
へ
の
影
響
も
な
く
、
「
利

用
す
る
面
積
を
広
げ
れ
ば
、
さ
ら
に
メ
リ
ッ
ト

は
大
き
く
な
る
」
と
期
待
す
る
。

ト
や
品
質
を
比
較
し
た
。
基
肥

と
し
て
１０
㌃
当
た
り
１
４
０
㌔

を
施
用
し
、
肥
料
コ
ス
ト
は
同

量
で
の
化
成
肥
料
に
比
べ
て
１０

㌃
当
た
り
約
４
５
０
０
円
減
の

約
１
７
０
０
円
に
で
き
た
。

　
生
育
日
数
４２
日
の
１０
月
下
旬

収
穫
で
、
株
当
た
り
の
全
重
量

や
草
丈
な
ど
は
同
等
だ
っ
た
。

葉
色
の
計
測
値
は
や
や
薄
か
っ

た
が
、
荒
巻
さ
ん

は
「
品
種
の
違
い

種
の
ド
ン
キ
ー
、
１０
月
中
旬
播

種
の
「
福
兵
衛
」
「
プ
ロ
グ
レ

ス
」
で
も
利
用
。
１１
月
下
旬
時

点
で
順
調
に
生
育
し
て
い
る
。

グ
ラ
ン
ド
ソ
ワ
ー
に
よ
る
散
布

は
粒
状
肥
料
に
比
べ
出
に
く
い

点
が
あ
っ
た
が
、
「
開
度
を
調

整
す
れ
ば
使
い
勝
手
は
変
わ
ら

な
か
っ
た
」
と
話
す
。
荒
巻
さ

ん
は
「
寒
い
時
期
も
含
め
て
、

ど
の
く
ら
い
肥
効
が
続
く
の
か

確
認
し
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。

　
化
成
肥
料
に
比
べ
、
取
り
出

し
時
に
、
粉
じ
ん
や
堆
肥
の
に

お
い
が
あ
る
た
め
、
散
布
機
な

ど
に
移
す
際
は
、
マ
ス
ク
を
着

用
し
、
風
向
き
な
ど
に
気
を
つ

け
て
い
る
。

　
ｅ
・
ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｎ
は
、
福
岡

市
の
和
白
水
処
理
セ
ン
タ
ー
か

ら
回
収
さ
れ
た
再
生
リ
ン
と
、

県
内
の
家
畜
ふ
ん
堆
肥
を
原
料

に
含
み
、
製
造
コ
ス
ト
を
抑
え

た
。
ペ
レ
ッ
ト
は
長
さ
４
㍉
前

後
、
直
径
３
㍉
前
後
と
小
さ

く
、
機
械
散
布
し
や
す
く
し
て

い
る
。

　
荒
巻
さ
ん
は
、
肥
料
高
騰
を

機
に
、
普
及
機
関
の
協
力
の
も

と
土
壌
診
断
を
実
施
し
、
肥
料

成
分
の
蓄
積
を
把
握
し
た
。

「
計
測
し
て
も
ら
う
の
が
一
番

安
心
で
き
る
。
肥
料
の
無
駄
を

な
く
し
て
、
コ
ス
ト
を
抑
え
て

エ
コ
な
栽
培
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
す
。

「肥料を替えても、うまく育っている」と、
ホウレンソウの品質を確認する荒巻さん

ペ
レ
ッ
ト
状
の
肥
料
は
、

サ
イ
ズ
が
小
さ
く
散
布
し

や
す
い

肥
料
変
更
し
費
用
２
割
減

荒巻 耕太さん福岡県久留米市

「
指
定
混
合
肥
料
」利
用
を
実
証

土壌診断で蓄積を確認
程
度
の
誤
差
で
、

問
題
な
い
」
と
説

明
す
る
。

　
地
域
で
は
、
ホ

ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
、

稲
発
酵
粗
飼
料

（
Ｗ
Ｃ
Ｓ
）
の
後

作
で
、
２
作
を
栽

培
す
る
の
が
一
般

的
だ
。
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
は
栽
培
期
間

も
短
く
、
有
機
物

す
き
込
み
な
ど

で
、
リ
ン
・
カ
リ

が
一
定
量
確
保
で

き
る
と
み
ら
れ

る
。

　
施
設
コ
マ
ツ
ナ
が
経
営
の
中

心
で
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
露
地

で
６
㌃
栽
培
。
施
肥
の
省
力
化

も
意
識
し
、
基
肥
の
施
肥
量
は

２０
～
４０
㌔
増
や
し
、
従
来
の
追

肥
散
布
を
省
略
す
る
。

　
同
部
会
に
所
属
す
る
鐘
江
政

義
さ
ん（
3９
）は
、
１０
月
上
旬
播

再
生
リ
ン
な
ど

未
利
用
資
源
を
活
用

基
肥
重
点
に
変
え

　

施
用
を
省
力
化

農
研
機
構


